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Ⅰ．調査の概要 

１．調査趣旨 

本調査は、技能実習を修了した帰国実習生から帰国後の実態等を調査したものであり、帰国後

の就職状況、職務上の地位の変化、我が国で習得した技術・技能・知識が活用されているかなど

を明らかにし、技能実習制度の適正化を図るための基礎資料を得ることを目的とする。 

２．調査対象者 

主要送出し国である中国、インドネシア、ベトナムの出身者で、2008年11月１日から2009年3月

31日の間に、母国に帰国した技能実習生10,541名に対して調査の協力を依頼した。 

３．調査方法 

（１）帰国を予定する技能実習生が在籍する第二次受入れ機関に対し、ＪＩＴＣＯから調査対象者

の国籍に対応した母国語表記の調査票を密封した状態で、技能実習生本人への配布を依頼した。 

（２）回答は、多肢選択方式（一部、金額記入欄と自由回答欄あり）とし、氏名及び所属機関名等

は、無記名でも可とした。 

（３）調査対象者が母国に帰国後、調査票に記入の上、ＪＩＴＣＯに返送していただいた。 

４．調査項目 

本調査項目は、Ⅲ参考資料 調査票の質問項目に示すとおりである。 

５．調査期間 

（１）調査票の配布期間 

2008年10月23日から2009年3月2日までの間、ＪＩＴＣＯから第二次受入れ機関に配布を行っ

た。 

（２）調査票の回収期間 

2008年12月8日から2009年7月31日までの間、帰国した技能実習生からＪＩＴＣＯに郵送され

たものを回収した。 

６．調査対象者数と有効回収数・有効回収率 

調査対象者数は10,541人で、有効回答数は2,102人、有効回答率は20.0％である。国籍別の内訳

は表１のとおりで、「ベトナム」の回収率が他の国に比べ低かった。 

【表１】有効回収数、回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．結果の概要 

１．2008年度 帰国実習生（回答者）の性別、年齢、研修・技能実習期間について 

（１）性別について 

回答者の性別構成は、「男性」が808人（38.4％）、「女性」が1，283人（61.0%）であった。 

国籍別では、中国は「女性」が多く67.1％を占めている。ベトナムは「男性」の割合がやや高

く53.8％に上っていた。一方、インドネシアでは「男性」が96.6％と大半を占めていた。 

 

 

国 籍 調査対象者数 有効回収数 有効回収率 

中    国  8,578 人 1,861 人 21.7％ 

インドネシア  1,037 人   176 人 17.0％ 

ベ ト ナ ム    926 人    65 人  7.0％ 

合 計 10,541 人 2,102 人 19.9％ 
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無回答

0.5%

女　性

61.0%

男　性

38.4%

【表１】性別の分布 

 

（２）年齢について 

回答者の年齢構成は、「20～25歳」が869人（41.3％）、「26～30歳」が667人（31.7％）、「31歳

以上」が527人（25.1％）と、若年層ほど多い傾向を示していた。 

国籍別でも同様の傾向を示していたが、中国とベトナムは「31歳以上」が27.5％、20.0％と比

較的多く、一方、インドネシアは「20～25歳」が75.0％と高い割合を示していた。 

【表２】年齢別の分布 

 

 

（３）研修・技能実習期間について 

      【表３】のとおり、回答者が研修・技能実習に従事していた期間については、全体では「2005

年 12 月～2008 年 12 月」が 437 人（20.8％）と最も多くを占め、次いで「2006 年 3 月～2009 年

3 月」が 374 人（17.8％）、「2006 年 1 月～2009 年 1 月」が 370 人（17.6％）、「2006 年 2 月

～2009 年 2 月」が 263 人（12.5％）で、この４つの研修・技能実習期間で全体の約７割を占めて

いた。 

      国籍別では、中国は上記の全体分布とほぼ同様の傾向を示しているが、インドネシアでは「2005

年 12 月～2008 年 12 月」の占める割合が 33.0％と特に高くなっており、またベトナムは「2006

年 1 月～2009 年 1 月」が 36.9％、「2006 年 2 月～2009 年 2 月」が 35.4％で、この 2パターンで

7割を超えていた。 

【表３】研修・技能実習期間の分布 

期    間 中 国 インドネシア ベトナム 合 計 

2005 年 12 月～2008 年 12 月 
378 人 

(20.3%) 

58 人 

(33.0%) 

1 人 

(1.5%) 

437 人 

(20.8%) 

2006 年 3 月～2009 年 3月 
344 人 

(18.5%) 

21 人 

(11.9%) 

9 人 

(13.8%) 

374 人 

(17.8%) 

2006 年 1 月～2009 年 1月 
318 人 

(17.1%) 

28 人 

(15.9%) 

24 人 

(36.9%) 

370 人 

(17.6%) 

2006 年 2 月～2009 年 2月 
223 人 

(12.0%) 

17 人 

(9.7%) 

23 人 

(35.4%) 

263 人 

(12.5%) 

その他 
598 人 

(32.1%) 

52 人 

(29.5%) 

8 人 

(12.3%) 

658 人 

(31.3%) 

合 計 1，861 人 176 人 65 人 2,102 人 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

男 性 
603 人 

(32.4%) 

170 人 

(96.6%) 

35 人 

(53.8%) 

808 人 

(38.4%) 

女 性 
1,248 人 

(67.1%) 

6 人 

(3.4%) 

29 人 

(44.6%) 

1,283 人 

(61.0%) 

無回答 
10 人 

(0.5%) 

0 人 

(0.0%) 

1 人 

(1.5%) 

11 人 

(0.5%) 

合計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

20～25 歳 
710 人 

(38.2%) 

132 人 

(75.0%) 

27 人 

(41.5%) 

869 人 

(41.3%) 

26～30 歳 
605 人 

(32.5%) 

40 人 

(22.7%) 

22 人 

(33.8%) 

667 人 

(31.7%) 

31 歳以上 
512 人 

(27.5%) 

2 人 

(1.1%) 

13 人 

(20.0%) 

527 人 

(25.1%) 

無 回 答 
34 人 

(1.8%) 

2 人 

(1.1%) 

3 人 

(4.6%) 

39 人 

(1.9%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

無回答

1.9%

20～25

歳

41.3%

26～30

歳

31.7%

31歳以

上

25.1%

図１ 性別の分布

図２ 年齢別の分布 
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２．日本で行った研修・技能実習の職種について 

研修・技能実習で修得した職種については、「繊維・衣服（縫製）」が734人（34.9％）と最も多

く、次いで「機械金属製品製造」が352人（16.7％）、「食料品製造」が271人（12.9％）を占めた。

（表４） 

国籍別では、中国は「繊維・衣服（縫製）」が最も多く37.9％、次いで「機械金属製品製造」15.4％、

「食料品製造」が14.5％であった。インドネシアは「漁業」と「機械金属製品製造」が31.3％と最

も多く、次いで「建設」が11.4％であった。ベトナムは「繊維・衣服（縫製）」が43.1％と最も多

く、次いで「機械金属製品製造」が15.4％、「溶接」が9.2％を占めていた。 

【表４】研修・技能実習の職種の分布 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．来日の目的について 

来日の目的については、「技術の習得」が1,827人（86.9％）と最も多く、次いで「日本語の修得」

が1,399人（66.6％）、「お金を稼ぐ」が1,349人（64.2％）であった。 

なお、国籍別では、ベトナムは「技術の習得」が76.9％と比較的低い反面、「お金を稼ぐ」とす

る意見が81.5％と高い割合を示していた。 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

農   業 126 人(6.8%) 11 人(6.3%) 0 人(0.0%) 137 人(6.5%)

漁   業 23 人(1.2%) 55 人(31.3%) 0 人(0.0%) 78 人(3.7%) 

建   設 50 人(2.7%) 20 人(11.4%) 3 人(4.6%) 73 人(3.5%) 

食料品製造 269 人(14.5%) 2 人(1.1%) 0 人(0.0%) 271 人(12.9%)

繊維・衣服（縫製） 706 人(37.9%) 0 人(0.0%) 28 人(43.1%) 734 人(34.9%)

機械金属製品製造 287 人(15.4%) 55 人(31.3%) 10 人(15.4%) 352 人(16.7%)

溶   接 75 人(4.0%) 13 人(7.4%) 6 人(9.2%) 94 人(4.5%) 

プラスチック製品製造 116 人(6.2%) 7 人(4.0%) 1 人(1.5%) 124 人(5.9%)

そ の 他 200 人(10.7%) 12 人(6.8%) 16 人(24.6%) 228 人(10.8%)

無 回 答 9 人(0.5%) 1 人(0.6%) 1 人(1.5%) 11 人(0.5%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

図３－１ 中国 図３－２ インドネシア 図３－３ ベトナム 

溶接

4.5%

プラスチック

製品製造

5.9% 漁業3.7%

建設3.5%

農業6.5%

無回答0.5%その他

10.8%

機械金属製

品製造

16.7%

食料品製造

12.9%

繊維・衣服

（縫製）

34.9%

プラス

チック製

品製造

6.2%

漁業

1.2%

建設

2.7%

溶接

4.0%

農業

6.8%無回答

0.5%その他

10.7%

機械金

属製品

製造

15.4%

食料品

製造

14.5%

繊維・衣

服（縫

製）

37.9%

図３ 職種の分布 
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【表５】来日の目的（複数回答） 

 

 

４．研修手当について 

研修中に受け取った研修手当については、あらかじめ約束された金額と「同じ」が1,849人（88.0％）

で、次いで「多い」が193人（9.2％）であった。 

【表６】約束された研修手当と実際の金額との比較 

 

 

５．研修期間中の所定時間外作業について 

研修期間中の所定時間外作業については、「なかった」とする回答が1,928人（91.7%）で、「あ

った」とする回答は168人（8.0％）であった。 

【表７】研修期間中の所定時間外作業 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

なかった 
1,725 人

(92.7%) 

151 人 

(85.8%) 

52 人 

(80.0%) 

1,928 人 

(91.7%) 

あ っ た 
132 人 

(7.1%) 

25 人 

(14.2%) 

11 人 

(16.9%) 

168 人 

(8.0%) 

無 回 答 
4 人 

(0.2%) 

0 人 

(0.0%) 

2 人 

(3.1%) 

6 人 

(0.3%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

技術の習得 
1,619 人

(87.0%) 

158 人 

(89.8%) 

50 人 

(76.9%) 

1,827 人

(86.9%) 

日本語の習得 
1,229 人

(66.0%) 

131 人 

(74.4%) 

39 人 

(60.0%) 

1,399 人

(66.6%) 

お金を稼ぐ 
1,190 人

(63.9%) 

106 人 

(60.2%) 

53 人 

(81.5%) 

1,349 人

(64.2%) 

日本での生活

を経験 
613 人(32.9%) 

64 人 

(36.4%) 

16 人 

(24.6%) 

693 人 

(33.0%) 

そ の 他 
24 人 

(1.3%) 

8 人 

(4.5%) 

3 人 

(4.6%) 

35 人 

(1.7%) 

無 回 答 
3 人 

(0.2%) 

1 人 

(0.6%) 

1 人 

(1.5%) 

5 人 

(0.2%) 

備    考 (回答数/1,861) (回答数/176) (回答数/65) (回答数/2,102)

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

同じ 
1,637 人 

(88.0%) 

163 人 

(92.6%) 

49 人 

(75.4%) 

1,849 人 

(88.0%) 

多い 
167 人 

(9.0%) 

13 人 

7.4% 

13 人 

(20.0%) 

193 人 

(9.2%) 

少ない 
26 人 

(1.4%) 

0 人 

(0.0%) 

0 人 

(0.0%) 

26 人 

(1.2%) 

金額について事前

に聞いていない 

27 人 

(1.5%) 

0 人 

(0.0%) 

0 人 

(0.0%) 

27 人 

(1.3%) 

無 回 答 
4 人 

(0.2%) 

0 人 

(0.0%) 

3 人 

(4.6%) 

7 人 

(0.3%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

無回

答

0.3%

あ っ

た

8.0%

なかっ

た

91.7%

図５ 受け取った 
研修手当の額 

図６ 研修期間中の 
    所定時間外作業 

無回答

0.3%

多い

9.2%

同じ

88.0%

少ない

1.2%

事前に

聞いてい

ない

1.3%

図４ 来日の目的 
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６．賃金について 

技能実習中に受け取った賃金については、あらかじめ約束された金額と「同じ」とする回答が1,591

人（75.7％）で、次いで「多い」が384人（18.3％）であった。一方「少ない」とする回答は38人

（1.8％）で、その他「事前に聞いていない」は80人（3.8％）となっていた。 

【表８】約束された賃金と実際の金額との比較 

 

 

７．技能実習期間中の残業について 

技能実習期間中の残業については、「あった」が1,911人（90.9％）で、「なかった」は187人（8.9％）

であった。 

【表９】技能実習期間中の残業 

 

 

（１）残業をした場合の残業代について 

技能実習期間中に残業をした場合の残業代については、「支払われていた」が1,870人（97.9％）

で、「一部支払われていた」が27人（1.4％）、「まったく支払われなかった」が3人（0.2％）であっ

た。 

【表10】技能実習期間中の残業代の支払い 

 

 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

同じ 
1,385 人 

(74.4%) 

159 人 

(90.3%) 

47 人 

(72.3%) 

1,591 人 

(75.7%) 

多い 
357 人 

(19.2%) 

13 人 

(7.4%) 

14 人 

(21.5%) 

384 人 

(18.3%) 

少ない 
34 人 

(1.8%) 

3 人 

(1.7%) 
1 人(1.5%) 

38 人 

(1.8%) 

金額について事前に

聞いていない 

79 人 

(4.2%) 

1 人 

(0.6%) 

0 人 

(0.0%) 

80 人 

(3.8%) 

無 回 答 
 6 人 

(0.3%) 

0 人 

(0.0%) 

3 人 

(4.6%) 

9 人 

(0.4%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

なかった 
127 人 

(6.8%) 

54 人 

(30.7%) 

6 人 

(9.2%) 

187 人 

(8.9%) 

あ っ た 
1,730 人 

(93.0%) 

122 人 

(69.3%) 

59 人 

(90.8%) 

1,911 人 

(90.9%) 

無 回 答 
4 人 

(0.2%) 

0 人 

(0.0%) 

0 人 

(0.0%) 

4 人 

(0.2%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

支払われていた 
1,700 人 

(98.3%) 

114 人 

(93.4%) 

56 人 

(94.9%) 

1,870 人 

(97.9%) 

一部支払われていた 
19 人 

(1.1%) 

6 人 

(4.9%) 

2 人 

(3.4%) 

27 人 

(1.4%) 

まったく支払われてい

ない 

1 人 

(0.1%) 

2 人 

(1.6%) 

0 人 

(0.0%) 

3 人 

(0.2%) 

無 回 答 
10 人 

(0.6%) 

0 人 

(0.0%) 

1 人 

(1.7%) 

11 人 

(0.6%) 

合 計 1,730 人 122 人 59 人 1,911 人 

なかっ

た

8.9%
無回答
0.2%

あ っ

た
90.9%

多い

18.3%

少ない

1.8%

同じ

75.7%

無回答

0.4%

事前に
聞いて

いない

3.8%

一部支

払われ

ていた

1.4%

無回答

0.6%

まったく

支払わ

れてい

ない

0.2%

支払わ

れてい

た

97.9%

図７ 受け取った賃金 

図８ 技能実習期間中の残業

図９ 技能実習期間中 

の残業代
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８．研修・技能実習中に禁止された事項について 

研修・技能実習中に禁止された事項については、「携帯電話の使用」が最も多く回答者全体の484

人（23.0％）で、次いで「研修生・技能実習生だけで外出」が449人（21.4％）、「インターネットの

使用」が282人（13.4％）であった。 

【表11】研修・技能実習中に禁止された事項（複数回答） 

 

 

 

９．出国前の保証金について 

（１）出国前に保証金を納めたかについて 

出国前の保証金の納入状況については、「納めなかった」が 

1,317人（62.7％）と全体の約2/3を占め、「納めた」は647人（30.8％）と約1/3を占める結果であ

った。 

国籍別では、中国は上記の全体結果とほぼ同様の傾向で、インドネシアは「納めなかった」が

91.5％であり、ベトナムは「納めた」が81.5％であった。 

【表12】出国前の保証金 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

納  め  た 
589 人 

(31.6%) 

5 人 

(2.8%) 

53 人 

(81.5%) 

647 人 

(30.8%) 

納めなかった 
1,147 人

(61.6%) 

161 人 

(91.5%) 

9 人 

(13.8%) 

1,317 人

(62.7%) 

無 回 答 
125 人 

(6.7%) 

10 人 

(5.7%) 

3 人 

(4.6%) 

138 人 

(6.6%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

 

 （２）納めた金額について 

前記（１）で保証金を「納めた」と回答した者に、その納めた金額については、中国では

「1万元～2万元未満」（145,000円～290,000円未満）、ベトナムは「1億ドン～1億5,000万ドン未

満」（860,000円～1,290,000円未満）と回答した者が最も多かった。インドネシアは「納めた」

と回答した5人中4人が「2,500万ルピア」（215,000円）であった。 

なお、回答を単純平均したところ、中国が19,519元（283，026円）、ベトナムが105,654,763

ドン（602,232円）、インドネシアが2,500万ルピア（215,000円）であった。 

 

 

 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

携帯電話の使用 
444 人 

(23.9%) 

33 人 

(18.8%) 

7 人 

(10.8%) 

484 人 

(23.0%) 

研修生・技能実習生

だけで外出 

435 人 

(23.4%) 

10 人 

(5.7%) 

4 人 

(6.2%) 

449 人 

(21.4%) 

インターネットの使用 
243 人 

(13.1%) 

30 人 

(17.0%) 

9 人 

(13.8%) 

282 人 

(13.4%) 

研修生・技能実習生

に電話したり会うこと 

77 人 

(4.1%) 

12 人 

(6.8%) 

2 人 

(3.1%) 

91 人 

(4.3%) 

母国語の新聞を読む

こと 

23 人 

(1.2%) 

4 人 

(2.3%) 

0 人 

(0.0%) 

27 人 

(1.3%) 

無 回 答 
1,111 人

(59.7%) 

136 人 

(77.3%) 

50 人 

(76.9%) 

1,297 人

(61.7%) 

備    考 (回答数/1,861) (回答数/176) (回答数/65) (回答数/2,102)

無回答

6.6%

納めな

かった

62.7%

納めた

30.8%

図 11 出国前の保証金

図 10 禁止事項 
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【表13】出国前の保証金額 

中 国 ベトナム 

金額   （単位：元） 人 金額   （単位：ドン） 人 

1 万未満 50 ５０００万未満 4 

1 万～2 万未満 299 ５０００万～１億未満 13 

２万～３万未満 107 １億～１億５０００万未満 17 

３万～５万未満 40 １億５０００万以上 6 

5 万以上 24 無回答 13 

無回答 69 平 均 105,654,763 ドン 

平 均 19,519 元 ※1,000 ドン＝5.7 円 ６０２，２３２ 円 

※1 元＝14.5 円 ２８３，０２６ 円   

※ 換算レートは 2009 年 4 月 1 日現在のもの 

10．帰国後の保証金返還状況について 

母国へ帰国した後、納めた保証金の返還状況については、509人（78.7％）が「全額返還された」

と答えており、概ね返還されている状況にあった。ただし、「全額返還されなかった」が54人（8.3％）、

「一部返還された」が50人（7.7％）であった。これらの合計104人（16％）は、保証金が完全には

返還されていない状況と捉えられる。 

【表14】帰国後の保証金返還状況 

 

 

11．帰国後の就職状況について 

 （１）帰国後の就職状況 

母国に帰国した後の就職状況については、「日本へ行く前に働いていた会社に戻って働いてい

る」と答えた人が最も多く全体の1,160人（55.2%）であった。一方「自分で又はほかの人と共同

で事業を行っている」は176人（8.4％）、「日本へ行く前とは違う会社で働いている」は139人（6.6％）

であった。その他「仕事がないので探している」が543人（25.8%）であった。 

【表15】母国へ帰国後の就職状況 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

日本に行く前に働いていた

会社に戻って働いている 

1,117 人 

(60.0%) 

34 人 

(19.3%) 

9 人 

(13.8%) 

1,160 人 

(55.2%) 

日本へ行く前とは違う会社で

働いている 

111 人 

(6.0%) 

25 人 

(14.2%) 

3 人 

(4.6%) 

139 人 

(6.6%) 

自分で又はほかの人と共同

で事業を行っている 

145 人 

(7.8%) 

30 人 

(17.0%) 

1 人 

(1.5%) 

176 人 

(8.4%) 

仕事がないので探している 
413 人 

(22.2%) 

79 人 

(44.9%) 

51 人 

(78.5%) 

543 人 

(25.8%) 

仕事をする予定はない 
47 人 

(2.5%) 

7 人 

（4.0%） 

1 人 

(1.5%) 

55 人 

(2.6%) 

無 回 答 
28 人 

(1.5%) 

1 人 

(0.6%) 

0 人 

(0.0%) 

29 人 

(1.4%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

全額返還された 
458 人 

(77.8%) 

4 人 

(80.0%) 

47 人 

(88.7%) 

509 人 

(78.7%) 

一部返還された 
44 人 

(7.5%) 

0 人 

(0.0%) 

6 人 

(11.3%) 

50 人 

(7.7%) 

全額返還されなかっ

た 

54 人 

(9.2%) 

0 人 

(0.0%) 

0 人 

(0.0%) 

54 人 

(8.3%) 

無 回 答 
33 人 

(5.6%) 

1 人 

(20.0%) 

0 人 

(0.0%) 

34 人 

(5.3%) 

合 計 589 人 5 人 53 人 647 人 

無回答
5.3%

全額返

還され
なかっ

た

8.3%

一部返

還され
た

7.7%

全額返

還され

た
78.7%

前の会社で

働いている

55.2%

違う会社で

働いている

6.6%

事業を行っ

ている

8.4%

仕事がない

ので探してい

る
25.8%

仕事をする

予定はない

2.6%

無回答

1.4%

図 12 保証金返還状況

図 13 帰国後の就職状況
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 （２）就職先の仕事及び探している仕事の内容について 

「仕事をする予定はない」以外の回答者に、帰国後の具体的な仕事内容（実際に就いている

又は探している内容）を確認したところ、「実習と同じ仕事」が1,076人（51.2%）と過半数を占

め、次いで「実習と関係のある仕事」が419人（19.9%）であった。一方「実習と関係ない仕事」

は191人（9.1％）であった。 

【表16】帰国後の就職先の仕事及び探している仕事の内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（３）就職状況と就職先の仕事内容について 

（１）の就職状況と（２）の就職先の仕事内容の関係をクロス集計してみると、【表17】のよ

うな結果であった。 

【表17】就職先の仕事内容 

 
実習と同じ 

仕事 

実習と関係の

ある仕事 

実習と関係の

ない仕事 

仕事をする 

予定はない 
無回答 合 計 

日本に行く前に働いていた

会社に戻って働いている 

840 人 

（40.0%） 

169 人 

(8.0%) 

6 人 

(0.3%) 
－ 

145 人 

(6.9%) 

1,160 人 

(55.2%) 

日本へ行く前とは違う会社で

働いている 

54 人 

(2.6%) 

54 人 

(2.6%) 

11 人 

(0.5%) 
－ 

20 人 

(1.0%) 

139 人 

(6.6%) 

自分で又はほかの人と共同

で事業を行っている 

22 人 

(1.0%) 

66 人 

(3.1%) 

63 人 

(3.0%) 
－ 

25 人 

(1.2%) 

176 人 

(8.4%) 

仕事がないので探している 
160 人 

(7.6%) 

130 人 

(6.2%) 

111 人 

(5.3%) 
－ 

142 人 

(6.8%) 

543 人 

(25.8%) 

仕事をする予定はない － － － 
55 人 

(2.6%) 
－ 

55 人 

(2.6%) 

無 回 答 － － － － 
29 人 

(1.4%) 

29 人 

(1.4%) 

合 計 
1,076 人 

(51.2%) 

419 人 

(19.9%) 

191 人 

(9.1%) 

55 人 

(2.6%) 

361 人 

(17.2%) 

2,102 人 

(100.0%) 

 

①「日本に行く前に働いていた会社に戻って働いている」と回答した1,160人は、どのような仕事に就

いているか 

【グラフ１】のとおり、「実習と同じ仕事」が840人、「実習と関係のある仕事」が169人であり、

合計で1,009人（87.0％）を占めていた。 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

実習と同じ仕事 
1,012 人

(54.4%) 

39 人 

(22.2%) 

25 人 

(38.5%) 

1,076 人

(51.2%) 

実習と関係ある仕事 
365 人 

(19.6%) 

42 人 

(23.9%) 

12 人 

(18.5%) 

419 人 

(19.9%) 

実習と関係ない仕事 
149 人 

(8.0%) 

31 人 

(17.6%) 

11 人 

(16.9%) 

191 人 

(9.1%) 

仕事をする予定はない 
47 人 

(2.5%) 

7 人 

(4.0%) 

1 人 

(1.5%) 

55 人 

(2.6%) 

無 回 答 
288 人 

(15.5%) 

57 人 

(32.4%) 

16 人 

(24.6%) 

361 人 

(17.2%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

実習と関

係ある仕

事 419人

（19.9%）

実習と関

係ない仕

事 191人

（9.1%）

仕事をす

る予定は

ない

55人

（2.6%）

無 回 答

361人

（17.2%）

実習と同

じ仕事

1,076人

（51.2%）

図 14 仕事の内容 
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【グラフ１】　前の会社で働いている人の仕事内容について

仕事をする予定はない

55人（2.6%）

仕事を探している

543人

（25.8%）

前の会社で

働いている

1,160人

（55.2%）

実習と同じ仕事

840人

無回答

29人（1.4%）

事業を行っている

176人

（8.4%）

違う会社で

働いている

139人

（6.6%）

実習と関係ある仕事

169人

実習と関係ない仕事

6人
無回答

145人

 
 

 

②「日本へ行く前とは違う会社で働いている」と回答した139人は、どのような仕事に就いているか 

【グラフ２】のとおり、「実習と同じ仕事」が54人、「実習と関係のある仕事」が同じく54人

であり、合計で108人（77.7％）を占めていた。 

【グラフ２】　違う会社で働いている人の仕事内容について

仕事をする予定はない

55人（2.6%）

前の会社で

働いている

1,160人

（55.2%）

仕事を探している

543人

（25.8%） 実習と関係ある仕事

54人

違う会社で

働いている

139人

（6.6%）

無回答

20人

実習と関係ない仕事

11人

実習と同じ仕事

54人

事業を行っている

176人

（8.4%）

無回答

29人

（1.4%）

 
 

③「自分で又は他の人と共同で事業を行っている」と回答した176人は、どのような仕事に就い

ているか 

【グラフ３】のとおり、「実習と同じ仕事」が22人、「実習と関係のある仕事」が66人であり、

合計で88人（50.0％）であった。 
 

【グラフ３】　自分又はほかの人と共同で事業を行っている人の仕事内容について

仕事をする予定はない

55人（2.6%）

無回答

29人

（1.4%）

事業を

行っている

176人

（8.4%）

実習と同じ仕事

22人

無回答

25人

実習と関係ある仕事

66人

実習と関係ない仕事

63人

仕事を探している

543人

（25.8%）
違う会社で

働いている

139人

（6.6%）

前の会社で

働いている

1，160人

（55.2%）
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無 回 答

4.7%

来日前よ

り下がっ

た

0.8%

来日前よ

り上がっ

た

44.3%

来日前と

同じ

50.3%

④「仕事がないので探している」と回答した543人は、どのような仕事を希望しているか 
【グラフ４】のとおり、「実習と同じ仕事」を希望している人が160人、「実習と関係のある

仕事」が130人であり、合計で290人（53.4％）であった。 

 

【グラフ４】　仕事を探している人の仕事内容について

仕事をする予定はない

55人（2.6%）

無回答

142人

実習と同じ仕事

160人

仕事を

探している

543人

（25.8%）

実習と関係ある仕事

130人

実習と関係ない仕事

111人

無回答

29人（1.4%）
事業を行っている

176人（8.4%）違う会社で

働いている

139人

（6.6%）

前の会社で

働いている

1，160人

（55.2%）

 
 

12．帰国後の就職先における職務上の地位について 

（１）帰国後の職務上の地位 

前記11.(1)で「日本に行く前に働いてた会社に戻って働いている」、「日本に行く前とは違う会

社で働いている」と回答した1,299人について、帰国後の職場上の地位について確認したところ、

全体では「来日前と同じ」が653人（50.3%）と、ほぼ半数を占め、また「来日前より上がった」と

回答した人は575人（44.3%）であった。 

国籍別については、中国はほぼ同様の傾向を示しているが、インドネシアは「来日前と同じ」

が62.7％と約2/3を占めており、またベトナムは「来日前より上がった」が50.0％と最も多くを

占めていた。 

【表18】母国へ帰国後の就職先における職位の変化 

 

 

（２）具体的な職務上の地位について 

来日前の職務上の地位については、全体では「一般従業員クラス」が1，526人（72.6％）と大半

を占め、それ以外は、それぞれ5％未満と少なかった。 

 

 

 

 

 

 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

来日前より下がった 
9 人 

(0.7%) 

1 人 

(1.7%) 

0 人 

(0.0%) 

10 人 

(0.8%) 

来日前と同じ 611 人(49.8%) 
37 人 

(62.7%) 

5 人 

(41.7%) 
653 人(50.3%)

来日前より上がった 552 人(45.0%) 
17 人 

(28.8%) 

6 人 

(50.0%) 
575 人(44.3%)

無 回 答 
56 人 

(4.6%) 

4 人 

(6.8%) 

1 人 

(8.3%) 

61 人 

(4.7%) 

合 計 1,228 人 59 人 12 人 1,299 人 

図 15 職位の変化 
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【表19】来日前の職務上の地位 

 中国 インドネシア ベトナム 合計 

一般従業員クラス 
1,379 人

(74.1%) 

105 人 

(59.7%) 

42 人 

(64.6%) 

1,526 人

(72.6%) 

主任クラス 
76 人 

(4.1%) 

1 人 

(0.6%) 

0 人 

(0.0%) 

77 人 

(3.7%) 

係長クラス 
43 人 

(2.3%) 

0 人 

(0.0%) 

3 人 

(4.6%) 

46 人 

(2.2%) 

課長クラス 
15 人 

(0.8%) 

0 人 

(0.0%) 

0 人 

(0.0%) 

15 人 

(0.7%) 

部長クラス以上 
7 人 

(0.4%) 

1 人 

(0.6%) 

1 人 

(1.5%) 

9 人 

(0.4%) 

無 回 答 
341 人 

(18.3%) 

69 人 

(39.2%) 

19 人 

(29.2%) 

429 人 

(20.4%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

 

帰国後の職務上の地位については、全体では「一般従業員クラス」と回答した人が780人（37.1%）

と最も多く、次いで「主任クラス」が390人（18.6%）、「係長クラス」が247人（11.8%）であった。 

上記のとおり、来日前は「一般従業員クラス」が圧倒的に多かったが、帰国後は「一般従業員クラ

ス」の割合が減少し、「主任クラス」と「係長クラス」という上位の職位の割合が増えて、合計で

637人（30.4%）（来日前は123人（5.9％））であった。 

国籍別では、中国は主任、係長クラスの増加が、またインドネシアは主任、課長クラスの増加が

顕著であった。ベトナムは係長クラスが43.1％と最も多かった。 

【表20】帰国後の職務上の地位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．研修・技能実習で得たもののうち、帰国後、役に立ったことについて（複数回答） 

研修・技能実習で得たものの中で、帰国後、役に立ったことについては「実習で習得した技術」が1,646

人（78.3％）で最も多く、次いで「仕事に対する意識」が1,373人（65.3％）で、「日本語能力」が1,272

人（60.5％）であった。 

国籍別では、中国は「実習で習得した技術」が79.5％で最も多く、次いで「日本語能力」が60.9％

に上っていた。インドネシアは「職場の規律」が75.6％、「実習で取得した技術」が71.0％と高い数

字を示した。ベトナムでは「職場の規律」が72.3％、「実習で習得した技術」が63.1％と多くを占め

ていた。 

 

 

 

 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

一般従業員クラス 
717 人 

(38.5%) 

45 人 

(25.6%) 

18 人 

(27.7%) 

780 人 

(37.1%) 

主任クラス 
365 人 

(19.6%) 

24 人 

(13.6%) 

1 人 

(1.5%) 

390 人 

(18.6%) 

係長クラス 
215 人 

(11.6%) 

4 人 

(2.3%) 

28 人 

(43.1%) 

247 人 

(11.8%) 

課長クラス 
33 人 

(1.8%) 

18 人 

(10.2%) 

0 人 

(0.0%) 

51 人 

(2.4%) 

部長クラス以上 
23 人 

(1.2%) 

8 人 

(4.5%) 

0 人 

(0.0%) 

31 人 

(1.5%) 

無 回 答 
508 人 

(27.3%) 

77 人 

(43.8%) 

18 人 

(27.7%) 

603 人 

(28.7%) 

合 計 1,861 人 176 人 65 人 2,102 人 

課長クラス

0.7%

係長クラス

2.2% 一般従業

員クラス

72.6%
主任クラス

3.7%

部長クラス

以上

0.4%

無 回 答

20.4%

課長クラス

2.4%

部長クラス以

上

1.5% 一般従業員

クラス

37.1%

主任クラス

18.6%

無 回 答

28.7%

係長クラス

11.8%

図 16 来日前の職位 

図 17 帰国後の職位 
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【表21】帰国後、役に立ったこと（複数回答） 

  中国 インドネシア ベトナム 合計 

実習で習得した技術 
1,480 人 

(79.5%) 

125 人 

(71.0%) 

41 人 

(63.1%) 

1,646 人 

(78.3%) 

仕事に対する意識 
1,212 人 

(65.1%) 

120 人 

(68.2%) 

41 人 

(63.1%) 

1,373 人 

(65.3%) 

日本語能力 
1,134 人 

(60.9%) 

113 人 

(64.2%) 

25 人 

(38.5%) 

1,272 人 

(60.5%) 

職場の規律 
946 人 

(50.8%) 

133 人 

(75.6%) 

47 人 

(72.3%) 

1,126 人 

(53.6%) 

品質管理や生産管理の方法 
916 人 

(49.2%) 

66 人 

(37.5%) 

33 人 

(50.8%) 

1,015 人 

(48.3%) 

日本でためたお金 
754 人 

(40.5%) 

100 人 

(56.8%) 

23 人 

(35.4%) 

877 人 

(41.7%) 

日本での生活経験 
732 人 

(39.3%) 

79 人 

(44.9%) 

28 人 

(43.1%) 

839 人 

(39.9%) 

職場の安全対策 
568 人 

(30.5%) 

96 人 

(54.5%) 

38 人 

(58.5%) 

702 人 

(33.4%) 

日本人との交流 
582 人 

(31.3%) 

37 人 

(21.0%) 

20 人 

(30.8%) 

639 人 

(30.4%) 

会社の経営方法 
317 人 

(17.0%) 

17 人 

(9.7%) 

9 人 

(13.8%) 

343 人 

(16.3%) 

その他 
29 人 

(1.6%) 

4 人 

(2.3%) 

5 人 

(7.7%) 

38 人 

(1.8%) 

無 回 答 
20 人 

(1.1%) 

0 人 

(0.0%) 

4 人 

(6.2%) 

24 人 

(1.1%) 

備    考 (回答数/1,861) (回答数/176) (回答数/65) (回答数/2,102)

 

1,646

1,373
1,272

1,126
1,015

877 839
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343

38 24
0

400

800

1,200

1,600

2,000

実
習

で
習

得
し
た
技

術

仕
事

に
対

す
る
意

識

日
本

語
能

力

職
場

の
規

律

品
質

管
理

・生
産

管
理

日
本

で
た

め
た

お
金

日
本

で
の

生
活

経
験

職
場

の
安

全
対

策

日
本

人
と
の
交

流

会
社

の
経

営
方

法

そ
の

他

無
 回

 答

人

 
 

14．研修・技能実習を通して、良かった点・不満に感じた点について（自由記述） 

（１）自由記述の数について 

研修・技能実習を通して良かった点、不満に感じた点等について、自由に意見を記入していただ

いたところ、1,081件の記述があり、内訳は【表４】のとおりであった。 

なお、1,049件は母国語での記入であった 

図 18 役に立ったこと 
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【表22】自由記述回答者の内訳 

国 籍 調査回答数 (a) 自由記述の数(b) b/a 

中    国 1,861 人 989 人 53.1% 

インドネシア 176 人 61 人 34.7% 

ベトナム 65 人 31 人 47.7% 

合 計 2,102 人 1,081 人 51.4% 

※ 中国籍の回答のうち、32件は日本語記述であった 

 
（２）自由記述の内容について 

①日本での３年間の滞在を前向きに捉えたものが全体の約８割と大半を占めており、帰国実習生が

日本での経験に概ね満足している様子が窺われた。一方、不満・要望の記述を含むものが 15％程度、

その他制度に対する不満や要望の訴えを含む意見も僅かであるが５％程度みられた。 

 

②これら約８割のうち、日本での滞在を前向き（肯定的）に捉えたものについては、日本での３年

間で「学んだ」、「修得した」、「能力が向上した」とするものが約８割と大半を占めた外、日本

での滞在を「満足している」等感想的に記したものも２割程度に上っていた。 

 

③日本での３年間で「学んだ」、「能力が向上した」とするものについては、「技術・技能や修得」

や「日本語の修得」を上げるものが多かった。また、これらに関連して「品質管理」、「生産管理」、

「職場の安全措置」、「仕事に対する取組姿勢」等もあった。 

   ※肯定的意見の記載例 

◎「今回の研修で、帰国後の生活にとても役に立ちました。帰国後私は大企業に採用され、

この会社で日本研修期間中に学んだ科学技術や管理方法を発揮することができました。

本当に大きな収穫を得ることができました。」 

◎「技術が向上し、考え方が成長しました。」 
◎「日本人の仕事に対する態度と仕事の効率の全てが私の大きな啓発と糧となりました。」

◎「日本の３年間で、先進的な技術と日本語を学びました。帰国後、現在の仕事に活かす

ことができます。」 

◎「技術を学び、見識が広がり、本当の先進的な管理及び品質意識、安全意識を経験しま

した。」 

◎「研修を通して技術を修得し、日本の先進的な技術を学びました。また、日本語も向上

し、日本の生活を体験しました。」 

◎「日本で先進的な技術、品質管理および生産管理の方法を学び取りました。」 

 

④生活面で学んだこととしては、異国での生活体験により、「日本の国民性」や「文化」に関する

もの、「自立能力が養われた」とするものもみられた。 

   ※記載例 

◎「日本人の仕事の態度や生活習慣、礼儀作法及び労働意欲について学ぶことができまし

た。」 

◎「３年間の研修生活を通じて、自立能力が養われ、先進的な技術を学び取れました。ま

た、日本の独特な風俗習慣、風土、人情なども体験できました。」 

◎「日本の先進的な技術、生活習慣、そしてマナーや良い環境などを学び取りました。」 
 

⑤日本での３年間の印象を感想的に記したものとしては、「良かった」、「満足」、「ありがとう」

とするものがあった。 

   ※記載例 
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◎「研修から多くのことを学びました。ありがとうございました。」 
◎「今回の研修はとても良く、満足しています。」 

◎「日本に来てよかったと思う。」 

◎「ご支援頂きありがとうございました。」 

 

⑥日本での３年間の滞在に対する不満・要望に関するものは大きく分けて、業務面、収入面及び生

活面に集約された。このうち、業務面に関するものでは、「想像していたほど日本で一定の専門的

な技術が学び取れなかった」、「言語、技術、生活環境について、研修生がもっと学べるような条

件を整える必要がある」などがあった。 
 

   ※業務面の記載例 

◎「言語、技術、生活環境について、研修生がもっと学べるような条件を整える必要があ

ります。」 

◎「良い点は、日本の人の仕事に対する意識、職場規律、安全措置などが中国より大幅に

優れていることです。不満な点は、想像していたほど日本で一定の専門的な技術が学び

取れなかったことです。」 

 

⑦収入面に関するものについては、「当初想定していたより収入が少なかった」等があった。 

 ※記載例 

◎「残業がなく、支払われる賃金が少なすぎます。」 

◎「賃金が低いです。」 

 

⑧生活面に関するものについては、「日本の物価が高いこと」、「家族から離れて寂しかった」、

「孤独」等があった。 

   ※記載例 

◎「自分を成長させる経験が得られ、多くのものを学びました。人とのよりよい接し方が

分かりました。ただ、３年間家族や友人に会えなくてとても寂しかったです。」 

◎「①携帯電話の使用が禁止されました。②インターネットの接続が禁止されました。」 

◎「良い人間となる道理を学ぶことができ、自分の視野を広げることができ、また見識を

広められたと思う。ただし、仕事、生活に限らずいつも一部の日本人から差別を受けた。」

◎「日本における仕事の態度や流れを十分に感じ取れました。ただ、物価が高すぎます。」

 

⑨帰国実習生からの要望としては、「滞在期間の延長」や「再入国」に関するものもあった。 

   ※記載例 

◎「実習の時間が短すぎます。更に２年延長できればいいと思います。」 

◎「仕事と生活のいずれもがとても良く、感動しました。また日本に行けるよう、政策を

改善してほしいです。」 

 

⑩ＪＩＴＣＯに関するものもあった。 

     ※記載例 

◎「今回の研修の機会を与えてくださり、国際研修協力機構に感謝します。今後の人生で、

さらに努力して一つ一つの事に取り組みます。」 

◎「研修及び技能実習についてＪＩＴＣＯ側の注意が及んでいない点があると思われるの

で、今後関係者にはご留意の上改善の努力をお願いしたいと思います。」 
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Ⅲ 参考資料 
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 帰 国 実 習 生 フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 票   

 

 日本においての研修・技能実習ご苦労様でした。 

 今後の研修・技能実習をより良いものとするため、以下のアンケートに回答ください。 

 回答は、当調査票の各質問右横にある□赤枠内や（ ）に該当する記号などを記入してください。 

 なお、当アンケートの取扱いについては、以下のとおりとなっておりますのでご留意ください。 

 ・当アンケート結果によって、回答された方が不利益な扱いを受けるものではありません。 

 ・回答者のお名前や記入内容を受入れ機関等に知らせることはありません。 

 ・当アンケートは、母国へ帰国後に同封の「料金受取人払い郵便」封筒に入れて２００９年２月１５日まで

に、投函してください。（投函する際に、切手をはる必要はありません。） 

 

１ 名前、受入れ団体名・企業名、送出し機関名について、教えてください。 

名    前  （記入しなくても可）

受入れ団体名  （記入しなくても可）

受入れ企業名  （記入しなくても可）

送出し機関名  （記入しなくても可）

 

２ 性別、年齢、研修・技能実習期間について、教えてください。 

①性別 Ａ．男性 Ｂ．女性   

②年齢 Ａ．20～25 歳 Ｂ．26～30 歳 Ｃ．31 歳以上  

③研修・技能実習期間  20 年 月 ～ 20   年 月

 

３ あなたが、日本で行った研修・技能実習の職種について、教えてください。  

Ａ．農業 Ｂ．漁業 Ｃ．建設 

Ｄ．食料品製造 Ｅ．繊維・衣服（縫製） Ｆ．機械金属製品製造 

Ｇ．溶接 Ｈ．プラスチック製品製造 Ｉ．その他 

 

    ４ あなたが、日本に来た目的について、教えてください。 

  （複数選択可） 

Ａ．技術の習得 Ｂ．日本語の習得 Ｃ．お金を稼ぐ 

Ｄ．日本での生活を経験 Ｅ．その他 （                        ）

 

 
５ あなたが、日本で実際に行った研修において、受け取った手当はあらかじめ約束された 

  金額と同じでしたか。 

Ａ．同じ Ｂ．多い Ｃ．少ない Ｄ．受取金額について事前に聞いていない 

 

◆◆◆◆◆語

言語区分を日本語で 
入れる。 
（中国語orインドネシア語、

or ベトナム語） 
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６ あなたが、日本で実際に行った研修期間中に、残業はありましたか。  

Ａ．なかった Ｂ．あった 

 

 ７ あなたが、日本で実際に行った実習において、受け取った賃金はあらかじめ約束された 

  金額と同じでしたか。 

Ａ．同じ Ｂ．多い Ｃ．少ない Ｄ．受取金額について事前に聞いていない 

 

８ あなたが、日本で実際に行った実習期間中に、残業はありましたか。  

Ａ．なかった Ｂ．あった 

  ※また、残業があった場合、残業代は支払われていましたか。  

Ａ．支払われていた Ｂ．一部支払われていた Ｃ．まったく支払われていない 

 

      
９ あなたが、日本で実際に行った研修・実習において、 

  次のようなことがあれば選んでください。（複数選択可）

Ａ．携帯電話の使用を禁止された 

Ｂ．日本にいる知り合いの研修生・技能実習生に電話したり会うことを禁止された 

Ｃ．研修生・技能実習生だけで外出することを禁止された 

Ｄ．母国語の新聞を読むことを禁止された 

Ｅ．インターネットの使用を禁止された 

 

 10 あなたは、出国前に保証金（あなたが日本における研修・技能実習中に失踪などを 

  しないことを保証するために納めるお金）を納めましたか。 

Ａ．はい →いくらでしたか？ （中国語版の場合）元  

Ｂ．いいえ 

 

11 保証金は帰国後、返還されましたか。  

Ａ．全額返還された Ｂ．一部返還された Ｃ．全額返還されなかった 

 

12 ① 母国への帰国後の就職状況について教えてください。  

Ａ．日本に行く前に働いていた会社に戻って働いている 

Ｂ．日本に行く前とは違う会社で働いている 

Ｃ．自分で又はほかの人と協同で事業を行っている 

Ｄ．仕事がないので、探している 

Ｅ．仕事をする予定はない 
 

   ② ①でＥ．「仕事をする予定はない」以外の回答をした方は、仕事の内容について 

    教えてください。 

Ａ．実習で行った仕事と同じ仕事である 

Ｂ．実習と同じ仕事ではないが、関係のある仕事である 

Ｃ．実習で行った仕事と関係のない仕事である 
 

各現地通貨 

を入れる。 
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 13 ① 12 の①でＡ．又はＢ．を回答した方は、帰国後の職務上の地位について 

    教えてください。 

Ａ．来日前より下がった 

Ｂ．来日前と同じ 

Ｃ．来日前より上がった 
 

  ② 具体的に、帰国前・帰国後の職務上の地位について教えてください。（分かる範囲で構いません。）

  [来日前]  

Ａ．一般従業員クラス Ｂ．主任クラス Ｃ．係長クラス 

Ｄ．課長クラス Ｅ．部長クラス以上  

  [帰国後]（まだ復職されていない場合は、予定を記入してください。）  

Ａ．一般従業員クラス Ｂ．主任クラス Ｃ．係長クラス 

Ｄ．課長クラス Ｅ．部長クラス以上  

 

14 研修・技能実習で得たもののうち、帰国後、役に立ったことについて、教えてください。 

  （複数選択可）         

Ａ．実習で習得した技術 Ｂ．品質管理や生産管理の方法 

Ｃ．仕事に対する意識 Ｄ．職場の規律 

Ｅ．職場の安全対策 Ｆ．会社の経営方法 

Ｇ．日本語能力 Ｈ．日本人との交流 

Ｉ．日本での生活経験 Ｊ．日本で貯めたお金 

Ｋ．その他 （                                      ）

 

15 研修・技能実習を通して、良かった点・不満に感じた点等について、自由に記入してください。 

 

 

 

 ご回答ありがとうございました。 

 このアンケート調査票を、同封の返信用封筒（料金受取人払い郵便のため切手をはる必要はありません） 

 に入れ、２００９年２月１５日までに返信してください。 

 

以 上 
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【回答記入例】 

 次の黒太枠内は、記入例です。当記入例を参考に、１～３ページに記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008年度帰国実習生フォローアップ調査報告書  

 

 

編集・発行   財団法人 国際研修協力機構 

             〒105-0013 東京都港区浜松町１－１８－１６ 

                         住友浜松町ビル４階 

TEL.(03)6430-1181  FAX.(03)6430-1115 

 




	01目次
	02報告書（初校）　10.5.19
	03技能実習修了帰国後アンケート調査票
	04奥付（初校）10.5.19


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの前
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     722
     407
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     BeforeCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     722
     407
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     722
     407
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


